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偏見と解放への願い

（ある高校生の体験）

ある時、私が、部落についての本を机から取り出

しカバンに入れようとした時、友達が、「私、これ

知っとうよ、同和地区のことやろう。」といって話

しかけてきました。

私が「どうして知っとうと？」と関くと、その友

達は、「中学生の時に、お母さんから教えてもらっ

たけん知っとうよ。」と答えたので、私が、「お母

さんなんていんしゃった。」とまた聞きました。

すると、その友達の口からは、「この世の中には、

部落っていう所がある。そこは、悪い所やけん、そ

この人とつきあったらいかん。もしも、そこの人と
ちえおく

結婚すれば、知恵遅れの子供ができる。部落の人は、

血がちがうとよって教えてもらったとよ。だけん、

私、好きな人ができても、その人が部落の人やった

ら結婚せんよ。だって子供がかわいそうやもん。そ

れに親にめいわくかけたくないけん。」ということ

ばが返ってきました。

私は、この時、くやしさと、はがいさで胸がいっ

ぱいになりました。でも、その友達には何もいえま

せんでした。差別されても、ただじっとだまってガ

マンしているだけの私だっ

たのです。頭に「ガーン」

と一撃をくらったような、

ことばでどうやってあらわ
ほど

せばいいのかわからない程
わす

のショックは、今も忘れる

ことができません。

川間日

用日日…ｌ

鵬刷川間脚．

7月10。
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差別のない明るい町を作りましょう．′

同和問題の再認識を呼びかける伊藤町長たち。

（7月1日、早朝、水巻駅前でビラ配布）
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街
ぐ
る
み
　
み
ん
な
の
力
で
　
よ
い
環
境

夏
の
防
犯
運
動
　
七
月
ｌ
日
～
七
月
三
十
ｌ
日

七
月
は
、
「
夏
の
防
犯
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
夏
の
夜
の
涼
を
求
め
て
夜
遊
び
が

増
え
、
犯
罪
も
ぐ
ー
ん
と
増
え
る
時
期
で
す
。
ま
た
、
夏
休
み
に
入
り
子
供
は
開
放
感
か

ら
色
々
な
事
件
を
起
こ
す
時
、
家
族
の
方
は
子
供
の
服
装
や
態
度
に
十
分
注
意
が
必
要
で

す
。
子
供
が
育
つ
環
境
と
性
犯
罪
防
止
の
た
め
の
注
意
事
項
を
、

ち
ょ
っ
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

考
え
　
て
　
！

ぽ
く
ら
が
育
つ
環
境
を

も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
1
こ
の
季
節

に
な
る
と
子
供
は
、
学
校
生
洒
か
ら
の
開
放

感
か
ら
生
活
が
不
規
則
に
な
り
、
．
家
出
■

姦
遊
び
■
ジ
ン
ナ
ー
遊
び
″
　
占
転
革

や
オ
ー
ト
バ
イ
盗
．
タ
万
引
き
．
な
ど
の
非

行
が
多
く
な
り
ま
す
。

子
供
の
交
友
関
係
や
言
動
に
注
意
し
、
子

供
の
部
屋
な
ど
が
非
行
少
年
の
「
た
ま
り
場

」
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

ま
た
、
非
行
化
や
転
落
の
温
床
と
な
る
場
所

に
は
出
入
り
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
夜
遅
く

ま
で
出
歩
か
せ
な
い
よ
う
十
分
注
意
が
必
要

で
、
家
族
の
対
話
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
。

特
に
中
・
高
校
生
は
、
性
に
対
す
る
興
味

が
強
く
、
風
俗
環
境
の
浄
化
活
動
が
大
切
で

す
。
青
少
年
に
有
害
な
本
な
ど
は
売
ら
な
い

買
わ
な
い
、
与
え
な
い
ー
・
を
、
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

暴
力
は
見
た
ら

聞
い
た
ら
一
一
〇
番

夏
は
祭
り
や
涼
を
求
め
て
夜
遅
く
ま
で
出

歩
く
事
が
多
く
な
り
、
暴
力
事
件
に
ま
き
込

ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。
暴
力
団

に
つ
け
入
ら
れ
る
ス
牛
を
見
せ
な
い
よ
う
に

十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

防ごう非行
助けよう立ち直り

－7月は「社会を明るくする運動」月間です

「社会を明るくする運動」は、わたしたち

皆が、犯罪の防止と罪を犯した人たちの更

生について理解を深め、それぞれの立場か

ら犯罪や非行のない明るい社会を築こうと

する運動です。

も社会を明るくする運動月間、の坂り
組みで、町内を啓発される保護司の方

悪書は子供の目につかない所に

気
を
つ
け
よ
う

甘
い
言
葉
と
暗
い
道

夏
は
、
住
ま
い
も
服
装
も
開
放
的
に
な
る

こ
と
か
ら
、
性
犯
罪
が
増
え
ま
す
。
卓
で

送
り
ま
し
ょ
う
す
．
お
茶
で
も
飲
み
ま
せ
ん

か
．
な
ど
、
甘
い
誘
い
は
ハ
ッ
キ
リ
断
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
極
端
な
蒋
着
や
肌
の
出
し

す
ぎ
な
ど
、
刺
激
的
な
服
装
は
や
め
、
人
通

り
の
少
な
い
路
地
や
夜
道
の
一
人
歩
き
は
さ

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
寝
る
と
き
は
浴
室
、

便
所
の
窓
な
ど
も
し
っ
か
り
と
戸
締
り
を
し

て
、
寝
苦
し
い
夜
で
も
開
け
っ
ぱ
な
し
は
厳

禁
で
す
。
チ
カ
ン
の
目
が
あ
な
た
に
も
－
。

Ｔ

少年の非矧剛的ば

藩論方針を浅慮
水巻町防犯協会総会

動
の
推
進
⑧
少
年
の
非
行
防
止
運
動
の
推
進

⑨
暴
力
・
盗
犯
等
の
防
止
運
動
の
推
進
④
組

織
の
充
実
と
自
主
洒
動
の
推
進
－
の
四
つ

を
柱
に
、
具
体
的
に
は
七
月
か
ら
八
月
に
「

夏
の
防
犯
・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
、
「
防

犯
組
合
未
組
織
地
区
へ
の
教
宣
」
、
九
月
か

ら
十
月
に
「
あ
き
巣
・
車
両
盗
な
ど
の
防
止

活
動
」
、
十
一
月
十
日
に
「
防
犯
の
日
町
民

大
会
」
を
開
き
ま
す
。

防
犯
運
動
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
の
地
域
か
ら
、
ま
ず
犯
罪
を
な
く
す
こ

と
を
真
剣
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
水
巻
町
防
犯
協
会
」
の
定
期
総

会
が
、
六
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
、
六
十
年

度
の
括
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
①
覚
せ
い
剤
等
薬
物
追
放
運

（

今
年
の
　
「
防
犯
の
日
町
民

大
会
」
は
、
1
1
月
1
0
日
（

日
）
　
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
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限りある資源
一滴の水も大切に

水道課からのお願い

こ
ん
な
一
と
き
は
水
道
課
へ

届
け
て
く
だ
さ
い

☆
新
し
く
家
を
建
て
て
水
道
を
使
用
す
る
と

き
☆
引
っ
越
し
て
き
て
水
道
を
使
用
す
る
と
き

☆
引
っ
越
し
の
た
め
に
水
道
の
使
用
を
や
め

る
と
き

☆
長
期
間
水
道
の
使
用
を
し
な
い
と
き

☆
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者
が
か
わ
っ
た
と

きそ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
は
、
電
話
で
も
受
付

け
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
止
の
届
出
の
連
絡

が
遅
く
な
る
と
、
水
を
使
用
し
て
い
な
い
時

で
も
料
金
を
徴
収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
は
、
す
ぐ
修
理
を

☆
水
も
れ
は
大
切
な
水
を
ム
ダ
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
あ
な
た
の
こ
家
庭
の
料
金
負
担

も
多
く
な
り
ま
す
。
わ
ず
か
な
水
も
れ
で
も

す
ぐ
に
水
道
工
事
セ
ン
タ
ー
（
些
一
〇
一
－

四
四
四
八
）
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
給
水
栓
の
修
理
・
取
替
え
料
金
は
、
修

理
費
が
蛇
口
一
カ
所
に
つ
き
五
百
三
十
円
。

蛇
口
の
取
替
え
は
工
賃
が
五
百
五
十
円
、
蛇

口
は
あ
な
た
の
希
望
す
る
品
で
実
費
を
い
た

だ
き
ま
す
。

☆
水
道
工
事
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
洗
便
所

の
給
水
器
具
の
修
理
や
取
替
え
も
取
り
扱
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
宅
地
内
の
水
も
れ
を
発
見
す
る
に
は
、

家
中
の
蛇
口
を
全
部
し
め
て
、
水
道
メ
ー
タ

の
赤
い
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
ど

。か感
見
や
す
い
で
す
か

お
宅
の
メ
ー
タ

水
道
メ
ー
タ
は
、
あ
な
た
の
こ
家
庭
が
使

用
し
た
水
圭
を
計
算
す
る
大
切
な
も
の
で
す

メ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
た
水
嚢
が
料
金
算
定
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。
メ
ー
タ
は
い
つ
も
見
や

す
く
、
正
し
い
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
ゴ
ミ
箱
な
ど
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、
い
つ
も
き
れ

い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
メ
ー
タ
か
ら
離

れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

き
れ
い
な
川
をと
り
戻
そ
う
ク

7月は河川愛護月間

●犬は放し飼いにせず、メータから群れた
場所につないでおいてください。

河
川
は
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
の
風
物

で
あ
る
と
共
に
、
飲
料
水
を
は
じ
め
と
す
る

私
た
ち
の
生
活
用
水
の
水
源
と
し
て
、
音
か

ら
私
た
ち
の
生
活
と
切
り
離
せ
な
い
重
要
な

も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
河
川
は
工
場
廃
液
や

生
活
廃
水
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ
や
そ
の
他
の
汚

物
の
投
棄
に
よ
っ
て
き
た
な
く
な
り
、
藩
臭

の
ひ
ど
い
．
ど
ぶ
川
″
な
ど
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
飲
料
水
や
か
ん
が
い
用
水

な
ど
の
確
保
に
障
害
と
な
り
、
ま
た
、
河
川

か
ら
の
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
こ
の
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
水
に
親
し
む
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
川
は
命
の
水
の
源
と
で
す
。
川
を
よ
こ

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
川
を
守
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
河
川
に
ゴ
ミ
、
空
缶
、
空
ビ
ン
等
や
し
尿

等
を
棄
て
た
り
流
し
た
り
し
な
い
よ
う
に

○
河
川
の
墟
防
や
敷
地
内
の
芝
生
や
砂
利
を

無
断
で
取
っ
た
り
、
植
樹
や
建
物
等
の
工

作
物
を
作
ら
な
い
こ
と
。

○
河
川
敷
内
で
野
焼
き
を
し
な
い
こ
と
。

○
河
川
に
勝
手
に
橋
を
か
け
た
り
、
土
管
を

埋
設
し
た
り
水
路
に
ふ
た
を
し
た
の
∴
ま

た
、
埋
め
立
て
な
ど
は
し
な
い
こ
と
。

○
合
成
洗
剤
の
使
用
を
ひ
か
え
、
「
石
け
ん

」
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

消防団役員の紹介

私たちの生命と財産を守るため、

日夜酒噂されている水巻町消防団の

役員．さんに？欠の方が、4月1日付で

任命されましたので、紹介します。

（敬称略〕

じ＞団　長　由原敏夫

［＞副団長　永沢信夫

［＞副団長　毒泳仙之励

じ＞第一分団長　官Ｊｌｌ静雄

ｌ＞第二分団長　岡部嘉紀

じ＞第三分団長　松本大次窮β

♭第四分団長　篠原イ言草

［＞第五分団長　男捲和明



年
金
の
し
く
み
が
変
わ
り
ま
す

昭
和
六
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
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新
し
い
年
金
制
度
が
、
来
年
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
二
十
一
世
紀
の
高
齢
化
社
会
に
も
安
定
し

た
運
営
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
　
Ｈ
国
民
年
金
の
加
入
範
囲
が
、
自
営
業

な
ど
の
人
だ
け
で
な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
奥
さ
ん
に
も

広
げ
ら
れ
ま
す
　
0
国
民
全
員
が
共
通
の
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
婦
人
の
年
金
権
が
確
立
さ
れ
ま
す
　
臼
年

金
を
受
け
る
人
と
保
険
料
を
支
払
う
人
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
ら

れ
ま
す
㈲
障
害
者
の
年
金
が
改
善
さ
れ
ま
す
1
な
ど
で
す
。

新
し
い
年
金
制
度
の
し
く
み

∧
加
入
す
る
人
（
強
制
加
入
）
∨

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の
自
営
業
な
ど

の
人
や
、
厚
生
年
金
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
そ
の
奥
さ
ん
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

∧
任
意
加
入
で
き
る
人
∨

・
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
の
人

・
外
国
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
か
ら
六
十
五

歳
未
満
の
人

二
一
十
歳
以
上
の
学
生

・
六
十
歳
未
満
の
老
齢
、
退
職
年
金
を
受
け

て
い
る
人

国
民
年
金
は
共
通
の

基
礎
年
金

国
民
年
金
は
、
自
営
業
な
ど
の
人
だ
け
で

な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
奥
さ
ん
に
も

共
通
す
る
基
礎
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
、
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
）
が
受
け
ら

れ
る
制
度
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
が
あ

る
人
に
は
、
基
礎
年
金
に
あ
わ
せ
て
厚
生
年

金
な
ど
か
ら
、
報
酬
比
例
の
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。
▽
老
齢
基
礎
年
金

受
け
ら
れ
る
条
件

一
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
で
六
十
歳
未

満
の
人
（
大
正
十
五
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
）

二
、
資
格
期
間
を
満
た
し
た
人

三
、
六
十
五
歳
か
ら

な
お
、
大
正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
は
現
行
ど
お
り
で
す
。

年
金
額

月
額
五
万
円
（
昭
和
五
十
九
年
度
価
格
）

こ
の
額
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四

十
年
間
、
保
険
料
を
納
め
た
人
で
す
。
ま

た
、
盾
和
十
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
国
民
年
金
が
始
ま
っ
た
昭
和
三
十

六
年
四
月
一
日
で
二
十
歳
以
上
の
人
は
、
六

十
歳
ま
で
に
四
十
年
の
加
入
期
間
を
満
た
し

ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
人
も
、
昭
和
三
十

六
年
四
月
か
ら
六
十
歳
ま
で
す
べ
て
の
期
間

保
険
料
を
納
め
た
場
合
は
、
月
額
五
万
円
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
未
納
期
間
や
免
除
期

間
が
あ
る
と
減
額
さ
れ
ま
す
。

（

毎
月
一
日
は

乾
電
池
の
回
収
日

東
近
の
乾
電
池
に
は
、
機
能
向
上
の
た
め

「
水
銀
」
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

日
ま
で
乾
電
池
に
よ
る
公
害
の
発
生
は
起
こ

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
放
置
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
、
不
燃
ご
み
と
し
て
埋
立
地

で
処
分
し
て
い
ま
す
が
、
「
今
年
の
七
月
一

日
」
よ
り
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
回
収
方
法

○
使
用
済
乾
電
池
は
、
小
中
学
校
を
通
じ

て
回
収
し
ま
す
。

〇
七
月
か
ら
毎
月
一
日
に
回
収
し
ま
す
の

で
（
日
曜
、
祭
日
は
除
く
）
、
登
校
時

生
徒
に
持
た
せ
て
下
さ
い
。

○
小
、
中
学
生
の
い
な
い
家
庭
は
、
手
数

を
か
け
ま
す
が
、
面
倒
で
も
近
所
の
生

七
月
一
日
に
は
、
こ
ん
な
に
電
池
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
出
し
て
ね
。
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▽
障
害
基
礎
年
金

受
け
ら
れ
る
条
件

「
加
入
者
が
障
害
等
級
表
に
定
め
る
障
害

者
に
な
っ
た
と
き

二
、
初
診
日
前
の
保
険
料
納
付
済
期
間
（
免

除
期
間
を
含
む
）
が
、
加
入
期
間
の
三
分

の
二
以
上
の
と
き

三
、
二
十
歳
前
に
障
害
者
に
な
っ
た
人

四
、
障
害
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

年
金
額
（
紹
和
五
十
九
年
度
価
格
）

一
級
月
額
　
六
万
二
千
五
百
円

二
級
　
月
額
　
五
万
円

こ
の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る

人
に
十
八
歳
未
満
の
子
、
ま
た
は
二
十
歳
未

満
の
障
害
の
子
が
い
る
と
き
は
、
二
人
目
ま

年金額の改善
（現行）障害福祉年金　　（新制度）障害基礎年金

62，500円
（月額）

38，400円
（月額）

で
各
一
万
五
千
円
、
三
人
目
か
ら
は
一
人
に

つ
き
五
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▽
遺
族
基
礎
年
金

受
け
ら
れ
る
条
件

一
、
加
入
者
、
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
資
格
の
あ
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
、

子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子

二
、
死
亡
し
た
人
の
保
険
料
納
付
済
期
間
（

免
除
期
間
を
含
む
）
が
、
加
入
期
間
の
三

分
の
二
以
上
の
と
き

年
金
額

月
額
　
五
万
円
（
昭
和
五
十
九
年
度
価
格
）

こ
の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
の
加
算

額
と
同
じ
計
算
で
加
算
さ
れ
ま
す
。

▽
寡
婦
年
金
も
改
善

寡
婦
年
金
は
、
現
在
、
夫
の
う
け
ら
れ
る

年
金
額
の
「
二
分
の
こ
で
す
が
、
「
四
分

の
三
」
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

保
険
料

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
そ
の
奥
さ
ん
は
、
職
場

の
年
金
制
度
（
厚
生
年
金
な
ど
）
に
加
入
し

て
い
る
間
は
、
そ
こ
か
ら
保
険
料
が
ま
か
な

わ
れ
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
特
別

に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
せ
　
住
民
課
国
保
年
金
係

些
一
〇
一
－
四
三
≡

ラク斗
レ
し
」
コ
「

に出場会大国全

第
十
六
回
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
県
大
会

が
六
月
二
十
二
日
、
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
の
市
民
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
水
巻
町
の
「
北
斗
ク

ラ
ブ
」
が
、
県
大
会
の
常
連
「
七
周
ク
ラ
ブ
」
（
福
岡
市
城

南
）
を
振
り
切
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。
北
斗
ク
ラ
ブ
は
、
八

月
一
日
か
ら
四
日
間
、
東
京
の
駒
沢
体
育
館
な
ど
三
会
場
で

四
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

今
年
は
地
区
予
選
大
会
に
二
百
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
勝

ち
抜
い
た
十
五
チ
ー
ム
が
県
大
会
に
出
場
1
「
北
斗
ク
ラ

ブ
」
は
結
成
五
年
目
。
県
大
会
に
は
一
昨
年
初
出
場
し
て
ス

ト
レ
ー
ト
負
け
し
て
お
り
、
雪
辱
を
期
し
て
過
二
回
の
練
習

を
続
け
て
き
た
成
果
が
実
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
も
活
躍

し
て
北
斗
七
星
の
よ
う
に
輝
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

「
北
斗
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
の
㌔

監
督
・
畠
田
マ
ツ
エ
▽
石
井
美
智
子
▽
書
官
署
▽
田
辺
静

香
▽
大
場
久
美
子
△
松
尾
和
子
▽
木
原
ま
り
子
▽
加
留
部
美

由
紀
▽
荒
川
明
美
▽
柴
田
淳
子
▽
古
川
ま
ゆ
み
▽
福
田
真
弓

全
国
大
会
に
出
場
の
北
斗
ク
ラ
ブ

車
に
乗
っ
た
ら

ま
ず
ベ
ル
ト

夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲
労
に
加
え

て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど
で
マ
イ
カ
ー
の

利
用
が
増
え
、
毎
年
、
交
通
事
故
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
面
倒
だ
か
ら
」
　
「
き
ゅ
う
く

つ
だ
」
な
ど
の
理
由
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
が
大
変

多
く
、
着
用
率
は
三
割
弱
の
状
況
で
す
。

福
岡
県
で
は
、
五
十
九
年
中
に
起
こ
っ
た

事
故
を
分
析
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
れ
ば
効
果
が
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
事
故

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
際
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
「
安

全
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で
あ
誓
何
よ
り
も

有
効
な
「
命
綱
」
で
あ
る
こ
と
を
も
う
一
度

よ
く
考
え
、
「
革
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
」
を
、
習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

対象者
シートベルトを着用
していれば効果があ
ったと思われる

率

死 者
人 人 ％
101 88 ． 87 ．1

重傷 574 396 68 ．9

軽傷 16 ，848 4 ，433 26 ．3

合 計 17 ，523 4 ，917 28 ．1
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子
供
カ
ッ
パ
の
季
節
到
来

水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
プ
ー
ル
開
き

梅
雨
の
中
休
み
、
薄
日
の
射
す
六
月
三
十

日
、
机
小
学
校
プ
ー
ル
で
、
水
泳
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
十
年
度
の
団
員
数
は
、
四
百
六
十
三
名

長
雨
の
た
塑
ち
ょ
っ
と
練
習
不
足
。
で
も

み
ん
な
元
気
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

お母さん大ハッスル

ママさんバレーに15チームが熱戦

梅
雨
入
り
の
激
し
い

雨
と
な
っ
た
六
月
二
十

三
日
、
町
民
体
育
館
に

お
母
さ
ん
達
が
集
ま
り

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
十
五
チ
ー
ム

が
参
加
、
家
族
や
地
区

の
応
援
を
受
け
、
懸
命

に
白
球
に
ア
タ
ッ
ク
、

熱
の
入
っ
た
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
の
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
も
レ
ベ
ル
が
高
く

今
日
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
何
と
い
っ
て
も

各
団
対
抗
の
リ
レ
ー
羞
泳
、
父
母
や
地
区
の

人
の
応
援
を
受
け
、
力
泳
が
続
き
ま
す
。

【
リ
レ
ー
競
技
の
成
績
】

▽
女
子
一
組
＝
①
机
Ｂ
（
4
分
1
3
秒
9
）
㊥

猪
熊
Ｂ
（
4
分
2
2
秒
6
）
⑨
机
Ｃ
（
4
分
2
5

秒
4
）
④
吉
田
Ｂ
（
4
分
疋
秒
0
）
⑧
猪
熊

Ｃ
（
4
分
4
3
秒
7
）
⑧
伊
左
座
Ｂ
（
5
分
1
1

秒
9
）
▽
女
子
二
組
Ｉ
！
①
机
Ａ
（
3
分
3
5
秒

9
）
⑧
猪
熊
Ａ
（
3
分
4
6
秒
8
）
⑨
吉
田
Ａ

（
4
分
ュ
6
秒
8
）
①
頃
末
Ａ
（
4
分
1
7
秒
0

）
④
伊
左
座
Ａ
（
4
分
4
2
秒
7
）

▽
男
手
二
組
＝
①
猪
熊
Ｂ
（
4
分
2
7
秒
4
）

⑧
机
Ｃ
（
4
分
3
1
秒
2
）
⑨
吉
田
Ｂ
（
5
分

ュ
6
秒
4
）
、
机
Ｂ
は
4
分
3
秒
3
の
好
成
頓

で
し
た
が
残
念
な
が
ら
反
則
が
あ
り
、
失
格

と
な
り
ま
し
た
。
▽
男
子
二
組
＝
Ｈ
①
机
Ａ
（

3
分
2
5
秒
8
）
㊥
猪
熊
Ａ
（
3
分
3
8
秒
1
）

⑨
吉
田
Ａ
（
4
分
2
1
秒
3
）
④
頃
宋
Ａ
（
4

分
2
5
秒
3
）
⑧
伊
左
座
Ａ
（
4
分
5
6
秒
8
）

プリ　ン石けん講習会
第一保育園で実演

な
り
、
今
年
は
「
北
斗
出
場
し
ま
す
。
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
。

ク
ラ
ブ
」
が
県
大
会
で
☆
優
勝
頃
末
　
☆
準
優
勝
猪
熊
マ
マ

優
勝
し
、
全
国
大
会
に
☆
三
位
古
賀
　
上
二

合
成
洗
剤
の
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
問
題

と
な
の
∴
　
「
石
け
ん
」
を
使
い
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

第
一
保
育
園
で
は
、
家
庭
で
出
る
古
く
な

（

′

′

っ
た
食
用
油
（
廃
油
）
を
使
っ
て
「
プ
リ
ン

石
け
ん
」
を
作
り
＼
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
お
母
さ
ん
達
に
も
使
っ
て
も
ら
お
う

と
、
プ
リ
ン
石
け
の
作
り
方
の
実
演
が
あ
り

ま
し
た
。
作
り
方
は
、
廃
油
二
・
七
ｇ
を
一

斗
缶
に
入
れ
、
残
り
ご
飯
一
杯
を
加
え
て
八

〇
度
Ｃ
ま
で
熱
す
る
。
次
に
一
斗
缶
を
戸
外

に
持
ち
出
し
、
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
を
加
え
樺
で

か
き
ま
ぜ
る
。
次
に
ふ
っ
と
う
し
た
湯
を
一

度
に
注
ぐ
と
激
し
く
ア
ワ
が
立
つ
。
反
応
が

お
さ
ま
っ
た
ら
五
～
十
分
か
き
ま
わ
す
。
そ

れ
か
ら
一
～
二
日
お
き
に
熱
湯
を
入
れ
か
き

ま
わ
す
の
を
く
り
返
す
。
缶
に
八
割
程
度
に

な
っ
た
ら
出
来
あ
が
り
。
重
し
を
し
て
日
な

た
に
夏
で
二
週
間
で
使
え
ま
す
。
あ
な
た
も

作
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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コ
ン
ビ
ュ
タ
1
も
顔
負
け

青
少
年
珠
算
競
技
大
会

ね
が
い
ま
し
て
は
／
　
パ
チ
パ
チ
と
算
盤

の
音
が
軽
や
か
に
響
き
ま
す
。
六
月
三
十
日

町
民
会
館
に
百
六
十
四
名
が
参
加
し
て
琴
一

十
七
回
珠
算
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

〔
個
人
の
部
〕

▽
金
賞
＝
－
真
鍋
佐
知
子
・
中
藤
あ
ゆ
み
・

今
泉
七
重
・
高
木
真
由
美
・
本
田
百
合
・

森
美
幸
・
平
野
ゆ
か
の
＝
樋
口
奈
津
恵
・

成
重
基
樹
　
▽
銀
賞
＝
楠
本
拓
生
・
清
水

絵
里
奈
▽
五
年
目
①
古
川
泰
弘
（
美
音

野
）
　
㊥
森
雅
美
（
書
聖
）
　
㊥
副
田

大
介
（
吉
田
団
地
）
　
▽
六
任
日
①
松
本

美
佐
（
頃
宋
北
）
　
㊥
成
重
扶
美
（
吉
田

二
）
　
㊥
山
田
愛
（
猪
熊
）
　
▽
中
津
甘

①
早
川
千
香
子
（
吉
田
三
）
　
㊥
賀
屋
憲

司
（
吉
田
団
地
）
　
④
横
川
美
奈
子
（
み

ず
ほ
）

〔
団
体
の
部
〕

▽
四
年
皿
…
高
松
団
地
㊥
美
吉
野
団
地

㊥
吉
田
二
　
▽
五
年
＝
①
書
聖
　
⑧

青
田
一
Ｂ
　
④
吉
田
三
　
▽
六
年
＝
①
猪

熊
璽
口
竺
　
⑨
二
町
住
▽
中
学
－
1

①
苫
田
団
地
⑧
吉
田
一
⑧
頃
宋
北

▽
リ
レ
ー
競
技
＝
①
吉
田
田
地
⑧
二
町

住
璽
口
竺
　
▽
地
区
縫
合
－
1
①
吉
田

一
⑧
吉
田
団
地
　
⑨
吉
田
三

〔
読
上
算
の
部
〕

▽
小
学
生
ｕ
①
字
野
沢
亮
（
書
聖
）
　
⑧

古
川
泰
弘
（
美
吉
野
）
　
㊥
宿
里
明
（
吉
田

一
）
　
▽
中
学
等
ゐ
宿
里
厚
介
（
吉
田
一

多数の参加を〝
遠賀郡民体育大会

種　　 目 会　　　　 場

陸　上　 競　技

遠賀町総合グラウンド
オープン競技として小学生5年・6年
の男女別100Ｍと800Ｍを行います。
※出」鳴希望の方は、7月20日までに役
場住民係武尾に申し込みください。

バスケットボール 水巻勤労者体育センター

バレーボール

一般男子 芦屋東小学校

青年男子 芦 屋 小学校

一般女子 芦 屋 中学校

青年女子 芦 屋 中学校

軟　式　庭　 球 芦屋町庭球場

卓　　　　 球 水巻町民体育館

ハ トミントン 芦屋町体育館

剣　　　　 道 岡垣町民武道館

弓　　　　 道 芦屋町民弓道場

軟　式　 野　球 芦屋中学校

ソフトボール
男　　 子 芦屋東小学校

女　　 子 芦 屋 小学校

相　　　　 撲 岡垣町民総合グラウンド　相撲場

柔　　　　 道 芦屋町民武道場

）
⑧
早
川
千
番
子
（
吉
田
三
）
⑧
貿
屋

憲
司
（
吉
田
田
地
）

〔
読
上
暗
算
の
部
〕

▽
小
学
生
－－
①
宇
野
沢
亮
（
吉
田
一
）
㊥

古
川
泰
弘
（
美
吉
野
）
⑨
石
山
美
紀
（
吉

田
一
）
▽
中
学
生
＝
①
早
川
千
番
子
（
吉

田
ノ
三
）
⑧
山
野
祐
美
（
吉
田
二
）
④

賀
屋
憲
司
（
吉
田
団
地
）

西
日
本
ケ
ン
玉
道

選
手
権
大
会

山
口
県
阿
知
須
町
の
公
民
館
で
開
催
さ
れ

町
内
か
ら
参
加
し
た
選
手
が
上
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
町
内
選
手
の
成
績
。

☆
阿
知
須
町
教
育
長
杯
（
初
心
者
）

優
勝
篠
原
宗
孝
（
伊
左
座
小
六
年
）

三
位
鈴
木
隆
弘
（
水
巻
南
中
三
年
）

☆
阿
知
須
町
・
町
長
杯
（
中
級
者
）

三
位
柏
木
芳
紀
（
伊
左
座
小
六
任
）

☆
日
本
ケ
ン
玉
道
協
会
杯
（
有
段
者
）

二
位
藤
崎
武
（
伊
左
座
小
六
年
）

三
位
鈴
木
康
弘
（
伊
左
座
小
六
年
）

愛
の
贈
物

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
々
か
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
樋
口
故
・
村
田
幸
男
殿

村
田
尊
子
殿

▽
吉
田
三
故
・
阿
南
高
己
殿

阿
南
清
治
殿

今
回
は
保
険
税
（
料
）
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
を
運
営
す
る
資
金
と
し
て

は
、
①
皆
さ
ん
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
保
険
税
と
㊥
国
か
ら
の
補
助
と
④

皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
た
際
の
一
部
負
担
金
で

大
半
を
賄
っ
て
お
り
ま
す
。

∧
保
険
税
の
決
め
方
∨

保
険
税
は
次
の
方
法
に
よ
っ
て
計
算
し
た

額
の
合
計
額
が
一
年
間
の
、
あ
な
た
の
保
険

税
と
な
り
ま
す
。
●
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て

計
算
す
る
額
（
所
得
割
）
　
●
一
世
帯
い
く

国保税の計算方法

野戦萄終響肇灘．ノ‡

号詰 16，000円

13，000円 遇 」
100

ら
と
定
額
で
き
め
て
い
る
額
（
平
等
割
）

●
世
帯
の
人
数
に
応
じ
て
計
算
す
る
額
（
均

等
割
）
　
●
世
帯
の
資
産
に
応
じ
て
計
算
す

る
額
（
資
産
割
）
。
な
お
、
喪
高
額
は
三
十

二
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

∧
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
∨

こ
の
よ
う
に
し
て
決
定
し
た
保
険
税
の
納

付
章
は
、
年
度
初
め
に
世
帯
主
に
発
送
さ
れ

ま
す
。
保
険
税
は
毎
年
四
回
に
分
け
て
的
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今
年
度
は
一
期
が

「
七
月
一
日
ま
で
」
、
二
期
が
「
八
月
三
十

一
日
ま
で
」
、
三
期
が
「
十
月
三
十
一
日
ま

で
」
、
四
期
が
「
来
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
保
は
、
相
互
扶

助
が
原
則
で
す
。
国
保
会
計
の
健
全
な
運
営

か
ら
も
、
保
険
税
は
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納

め
る
よ
う
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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現
在
、
交
付
し
て
い
る
「
母
子
家
庭
等
医

療
証
」
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
し
か
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

更
新
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
七
月
二
十

五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
次
の
書
類

を
準
え
、
役
場
国
保
年
金
係
（
窓
口
6
番
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
添
付
書
類

○
母
子
家
庭
等
医
療
証

○
健
康
保
険
証

○
戸
籍
謄
本（一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
の
み
）

▽
試
験
日
　
8
月
2
5
日
（
日
）

▽
会
場
北
九
州
市
及
び
福
岡
市

▽
願
書
受
付
場
所
及
び
期
間

○
北
九
州
市
消
防
局
　
7
月
2
3
日
、
2
4
日

○
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支
部

7
月
2
5
日
、
2
6
日

▽
受
験
準
備
講
習
会

本
年
度
は
、
飯
塚
地
区
に
お
い
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
（
審
2
9
3
・
1
2
3
1
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
の
歴
史
に
対
す
る
素
養
を
高
め
る
た

め
、
古
文
書
な
ど
歴
史
資
料
の
学
習
講
座
を

福
岡
県
立
図
書
館
主
催
で
開
き
ま
す
。

▽
応
募
方
法
　
県
立
図
書
館
郷
土
課
（
福
岡

市
東
区
箱
崎
一
丁
目
四
一
⊥
二
）
に

所
定
の
申
込
書
（
水
巻
町
教
育
委
員
会

で
配
布
）
を
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
十

五
日
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
水
巻
町
教
育
委
員
会
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

く
三
≡
．
・
、
′
ｔ
Ｉ
三
三
．
・
～
－
三
ｌ
亨
．
～
．
三
ｌ
≡
．
ヽ
ノ
ｌ
ｌ
ｊ
≡
－
．
，
～

～

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
労
働
者
の
雇
用

促
進
と
企
業
の
労
働
力
確
保
を
援
助
す
る
た

め
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
で
従
業
員
を

雇
い
入
れ
る
事
業
主
、
又
は
事
業
主
の
団
体

塾読振赤ちｌやん二

みやもと　まい

官本　真衣　ちゃん
昭和59年8月6日生

（喜久慧）さんの次女

我家のプリンセス・マイで～
す。いつも男の子にまちがわれ

るけど、きっと将来は美人にな

ると、おとうさんの保証付きな
のです。

（下二町住70号）

どい

土居さやか　ちゃん
昭和59年8月12日生

（筐津蓑）さんの長女

やんちゃで泣き虫な私はパパ

のお気に入りです。いつもは、

お兄ちゃんとオモチャの取り合

重　いっこ0心豊かで素直な女の子

～　になってね0‥・…ママより
至　　　　　（高松団地12棟）

講　座　内　容

期　　 日 講座内容 講　　 師

9 月4 日（水） 古 文 書 概 説 川添昭二

11日（〃） 近世文書の概説 丸山　 成

18日（〃） 近世文書の解説 広渡正利‘

25日（ク）

10月2 日（ク）

9 日（ク）

16日（〃）

23日（〃）

近世文書の解読

ク

一ケ

ク

ク

柴多一雄

ケ

ク

ケ

ケ
30日（ク） 古文書現地学習 永尾正剛

11月6 日（〃） 近代文書の解説 米津三郎

に
社
宅
や
福
祉
施
設
等
を
設

置
及
び
整
備
す
る
資
金
や
定

年
延
長
等
の
措
置
を
労
働
協

約
又
は
就
業
規
則
で
定
め
る

事
業
主
に
高
伍
齢
者
の
作
業

を
容
易
に
す
る
た
め
の
施
設

及
び
設
備
を
設
置
す
る
資
金

を
長
期
・
低
利
で
貸
付
け
て

い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
施
設

と
貸
付
限
度
額

社
宅
、
寄
宿
舎
（
必
要

額
）
、
休
養
室
、
浴
室
、

更
衣
室
、
体
育
施
設
、

食
堂
、
炊
事
場
、
託
児
所
、
作
法
室
、
図

書
館
、
売
店
な
ど
（
事
業
主
＝
5
千
万

円
以
内
、
団
体
＝
9
千
万
円
以
内
）
、
職

業
訓
練
を
行
う
た
め
の
教
室
や
実
習
場

及
び
機
械
（
事
業
主
＝
2
千
万
円
以
内
、

団
体
＝
3
千
万
円
以
内
）
、
高
年
齢
者
の
職

場
改
善
（
1
億
2
千
万
円
以
内
、
団
体
は

貸
付
け
な
い
）

▽
利
率
　
中
小
企
業
　
年
七
二
％

大
　
企
業
　
年
七
二
ハ
％

▽
償
還
　
建
物
の
場
合
　
ュ
5
年
～
3
0
年
以

内備
品
の
場
合
　
5
年
～
ュ
0
年
以
内

※
こ
の
融
資
の
相
談
は
、
公
共
職
場
安
定
所

又
は
取
扱
い
金
融
機
関
ま
で
。

（

▽
編
入
学
を
実
施
す
る
学
科

機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
化
学
工

学
科
…
第
四
学
年
次
に
編
入

▽
出
願
資
格
　
工
業
高
等
学
校
又
は
高
等
学

校
の
工
業
に
関
す
る
学
科
を
卒
業
し
た
者

及
び
来
年
三
月
卒
業
見
込
の
者

▽
出
願
手
続
在
籍
（
出
身
）
高
等
学
校
長

を
経
て
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で

に
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
学
生
課
教

務
係
（
小
倉
南
区
大
字
志
井
一
四
〇
番
地

）
に
捏
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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児
童
手
当
ま
た
は
、
特
別
給
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
六
月
中
に
「
現
況
届
」
を
役
場

社
会
課
に
掟
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
人
が
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
、
こ

の
届
け
を
出
さ
な
い
と
、
引
き
続
い
て
受
給

で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以
後
の

支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
。
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

▽
申
込
期
限
　
7
月
2
7
日
ま
で

※
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
同
相

談
所
（
宙
〇
九
二
1
七
五
千
三
二
三
九
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
は
、

申
込
者
の
つ
ど
い
「
集
団
見
合
」
を
次
の
よ

う
に
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
4
日
（
日
）

午
前
ュ
0
時
3
0
分
か
ら

▽
場
所
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
「
福
岡
県

地
域
福
祉
に
関
す
る
基
礎
諭
や
問
題
点
を

考
え
る
九
州
大
学
公
開
講
座
を
開
き
ま
す
。

▽
開
講
時
期
八
月
か
ら
十
月
ま
で
十
一
回

二
十
三
時
間
（
開
・
開
講
式
を
含
む
）

▽
受
講
料
金
テ
キ
ス
ト
代
千
円

※
受
講
こ
希
望
の
万
は
、
封
書
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
慮
話
番
号
を

記
入
し
た
書
面
に
、
返
信
用
は
が
き
（
氏

名
、
住
所
を
明
記
）
を
添
え
て
「
七
月
三

十
盲
」
ま
で
に
、
福
岡
県
地
域
福
祉
振

興
基
金
（
千
八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
千

代
一
丁
目
二
⊥
一
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

福
岡
県
人
材
協
で
は
、
大
学
、
短
大
、
高

専
を
来
春
卒
業
さ
れ
る
方
々
を
対
象
に
、
福

岡
県
の
産
業
事
情
等
を
説
明
す
る
「
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
大
卒

等
採
用
見
込
企
業
情
報
を
配
布
し
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
9
日
（
金
）

午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
4
時

▽
会
場
電
気
ホ
ー
ル

碍
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
2

▽
内
容
県
勢
、
福
岡
県
の
労
働
市
場
、
各

業
界
の
概
要
等
の
説
明

▽
聞
合
わ
せ
先
福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー

宙
〇
九
二
1
七
一
四
⊥
五
五
六

▽
作
品
の
規
格
①
大
き
さ
　
Ｂ
3
判
（
5
4

用
×
3
8
豊
　
⑧
色
彩
自
由
⑨
紙

質
　
画
用
紙
又
は
ケ
ン
ト
紙

▽
応
募
の
方
法
　
応
募
は
一
人
一
点
と
し
、

応
募
作
晶
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
七
月
二
十

日
ま
で
に
福
岡
県
衛
生
部
薬
務
課
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。

焚
せ
い
剤
の
迫
る
し
さ

を
ポ
ス
タ
ー
に

涼しいみんなの

学習室を開設

町
で
は
、
梅
ノ
木
田
地
に
あ
る
学
習
等
供

用
施
設
（
町
立
第
三
保
育
園
、
二
階
）
を
夏

休
み
期
間
中
、
学
習
室
に
開
放
し
て
お
り
ま

す
。
冷
房
設
備
を
完
備
し
て
お
り
ま
す
の
で

．
涼
し
い
学
習
芦
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
使
用
期
間
　
7
月
2
2
日
～
8
月
3
1
日

・
時
間
　
8
時
3
0
分
～
ュ
6
時
3
0
分

▽
休
館
日
　
日
曜
日
及
び
8
月
⊥
3
日
か
ら

8
月
ュ
5
日
ま
で

▽
使
用
料
無
料

県
内
の
覚
せ
い
剤
犯
罪
で
検
挙
さ
れ
た
人

は
千
三
百
五
十
六
人
で
、
そ
の
う
ち
青
少
年

と
婦
人
が
三
百
七
十
七
人
を
占
め
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
か
ん
が
み
、
覚
せ

い
剤
使
用
の
恐
ろ
し
さ
を
広
く
県
民
に
訴
え

る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
県
内
居
住
者

▽
応
募
課
題
①
覚
せ
い
剤
使
用
に
よ
る
恐

ろ
し
さ
を
訴
え
る
も
の
　
⑧
社
会
環
境

か
ら
覚
せ
い
剤
の
絶
滅
を
訴
え
る
も
の

④
覚
せ
い
剤
禍
絶
滅
運
動
の
推
進
を
訴

え
る
も
の

財
形
持
家
転
貸
融
資
と
は
、
勤
労
者
に
住

宅
の
謹
殻
、
購
入
、
改
良
に
必
要
な
資
金
を

雇
用
促
進
事
業
団
が
、
事
業
主
等
を
通
じ
て

お
貸
し
す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

▽
融
資
を
受
け
ら
れ
る
人

財
形
制
度
を
導
入
し
て
い
る
事
業
主

▽
転
貸
を
受
け
ら
れ
る
人

財
形
貯
蓄
、
財
形
年
金
貯
蓄
彗
一
年
以

上
行
い
、
五
十
万
円
以
上
の
残
高
が
あ
る

勤
労
者

▽
融
資
額
財
形
貯
蓄
、
財
形
年
金
貯
蓄
の

残
高
の
五
倍
（
最
高
2
千
万
円
）
ま
で

※
詳
し
い
こ
と
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
九
州

支
部
（
⑪
〇
九
二
1
四
三
1
三
七
六
六

）
に
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

と
し
て
い
る
多
数
の
万
々
の
こ
要
望
に
お
こ

た
え
す
る
に
は
、
資
金
に
余
裕
の
で
き
た
方

々
が
繰
り
上
げ
て
こ
返
済
い
た
だ
い
た
資
金

を
再
度
こ
融
通
い
た
す
こ
と
が
不
可
欠
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
余
裕
の
で
き
た
万
々
の

一
人
で
も
多
く
の
こ
理
解
、
こ
協
力
に
よ
る

繰
上
返
済
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
繰
上
返
済
の
手
続

○
現
在
、
返
済
金
を
払
込
み
中
の
金
融
機

関
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
事
務
処
理
上
の
都
合
上
、
お
そ
れ
い
り

ま
す
が
、
7
日
前
に
事
前
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
手
数
料
は
無
料
で
す
。

○
全
額
の
繰
上
返
済
に
限
ら
ず
、
一
部
の

繰
上
返
済
も
で
き
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
福
岡
県
市
町

村
振
興
協
会
を
通
じ
て
、
災
害
対
帯
と
明
る

い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
等
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
予
約
こ
希
望
の
万
は
、
7
月
1
6
日
か
ら

7
月
2
5
日
ま
で
に
官
製
往
復
ハ
ガ
牛
で
「
〒

一
〇
〇
東
京
中
央
郵
便
局
留
置
、
第
一
勧
業

銀
行
宝
く
じ
部
」
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
の

繰
り
上
げ
退
清
を

国
の
財
政
事
情
の
厳
し
い
お
り
か
ら
、
こ

れ
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
の
た
め
に
「
長
期

・
低
利
・
無
抽
せ
ん
」
の
公
庫
資
金
を
必
要

訂
　
正

六
月
二
十
五
日
号
掲
載
の
同
和
啓
発

教
育
映
画
の
Ｒ
Ｋ
Ｂ
テ
レ
ビ
放
送
時
間

は
、
い
ず
れ
も
「
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら

午
前
ュ
1
時
2
4
分
ま
で
」
で
す
。



水
巻
昔
ば
な
し
－
ん
誹

石
　
炭
　
物
　
語
　
眉

女
坑
夫
の
一
生
　
㈹

く
る
ま
か
え
し

吉
田
の
草
返
を
す
ぎ
る
と
鯉
口
で
あ
る
。
こ
の
道
は
国

道
四
号
線
と
い
っ
て
明
治
時
代
は
、
折
尾
村
を
通
っ
て
福

岡
へ
行
く
唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
。
草
返
の
名
は
、

道
が
堀
川
の
う
え
高
さ
六
間
（
約
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
）

の
絶
壁
に
あ
っ
て
、
荷
車
が
通
れ
な
い
こ
と
か
ら
名
づ
け

あ
ぎ

た
字
名
で
あ
る
。
一
行
は
鯉
口
を
す
ぎ
た
と
こ
ろ
で
机
渡

し
へ
行
く
国
道
と
分
れ
て
、
頃
末
の
浦
ノ
谷
か
ら
山
を
越

え
て
、
つ
い
た
の
が
古
賀
の
京
殿
炭
坑
（
樋
口
付
近
）
で

あ
っ
た
。

当
時
、
筑
豊
の
ヤ
マ
で
は
、
広
島
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
が

多
か
っ
た
。
広
島
県
は
山
岳
地
の
多
い
と
こ
ろ
、
そ
の
た

明治末期の青田車返

左は堀川、右上は国道四号線

（この時代は荷車が通れたという）

め
に
明
治
、
大
正
の
こ
ろ
は
筑
豊
の
ヤ
マ
に
限
ら
ず
、
海

外
移
民
に
お
い
て
も
広
島
県
民
が
最
も
多
か
っ
た
。
も
っ

と
も
同
じ
広
島
県
で
も
海
岸
近
く
の
平
迫
地
の
人
は
、
山

岳
地
の
人
を
「
奥
も
ん
」
と
い
っ
て
軽
ん
じ
て
い
た
。
そ

れ
は
山
岳
地
の
人
が
麦
や
粟
を
常
食
に
し
て
出
稼
ぎ
者
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
差
別
を
し
て
い
た
と

い
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
る
の
か
筑
豊
の
ヤ
マ
で
も
、

し
ろ
め
し

昔
は
「
広
島
も
ん
に
や
、
白
飯
に
オ
カ
ヅ
は
い
ら
ぬ
」
と

い
っ
て
、
ひ
や
か
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
広
島
も
ん

は
、
ま
じ
め
で
心
棒
強
く
、
そ
の
う
え
よ
く
働
く
の
で
、

ど
の
ヤ
マ
で
も
広
島
も
ん
と
い
え
ば
文
句
な
し
に
雇
っ
て

い
た
。「
あ
ん
た
、
国
に
ゃ
ど
こ
や
」

「
へ
え
、
広
島
で
が
ん
す
」

ガ
ン
ス
、
ガ
ン
シ
ョ
ウ
言
葉
で
知
ら
れ
た
広
島
も
ん
は
、

当
時
「
働
き
者
の
ガ
ン
ス
」
と
い
っ
て
、
ヤ
マ
で
は
引
っ

張
り
だ
こ
で
あ
っ
た
。

そ
の
広
島
の
奥
も
ん
で
あ
る
又
造
親
子
は
、
国
を
出
て

十
日
ぶ
り
に
納
屋
頭
か
ら
四
畳
半
の
納
屋
を
あ
て
が
わ
れ

て
落
ち
つ
い
た
。
家
と
い
っ
て
も
十
軒
長
屋
で
屋
根
は
杉

皮
を
並
べ
た
だ
け
、
窓
は
つ
っ
か
い
棒
で
押
し
あ
げ
る
の

が
一
カ
所
、
床
は

え
に
食
事
道
具
と

そ
れ
に
セ
ン
ペ
イ

ま
な
か

蒲ふ箪た竹

の
す
の
こ
に
畳
を
敷
い
て
、
そ
の
う

す笥
か
わ
り
の
マ
イ
ト
箱
が
ひ
と
つ
、

と
ん団
が
ひ
と
重
ね
置
い
て
あ
っ
た
。
ま

た
間
半
の
土
間
に
カ
マ
ド
が
あ
っ
て
流
し
台
は
屋
外
と
い

う
、
い
わ
ば
夜
露
を
し
の
ぐ
だ
け
の
道
具
は
そ
ろ
っ
て
い

た
。
し
か
し
十
軒
長
屋
の
屋
根
裏
は
端
か
ら
端
ま
で
筒
抜

け
で
、
隣
の
話
声
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
四
、
五
軒
先
き

の
魚
を
焼
く
臭
い
が
煙
と
と
も
に
天
井
を
伝
っ
て
舞
い
お

り
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
又
道
の
と
こ
ろ
へ
借
用
証
書
を
持
っ
た
納
屋

頭
の
若
い
も
ん
が
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
広
島
か
ら
の

汽
車
賃
、
弁
当
代
、
引
率
者
の
出
張
費
、
周
旋
料
、
そ
れ

に
納
屋
の
家
賃
か
ら
鍋
釜
、
蒲
団
類
の
賃
貸
料
に
至
る
ま

で
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
も
明
日
か
ら
坑
内
へ
さ
が

っ
て
働
け
と
い
う
。

は

ぎ

：

ま

　

　

　

　

　

　

　

く

ｈ

ソ

こ

み

翌
朝
二
時
、
土
間
の
な
か
の
狭
間
格
子
を
開
け
て
繰
込

が
起
し
て
回
っ
た
。
三
時
に
な
る
と
同
じ
棟
に
住
ん
で
い

る
老
坑
夫
が
き
て
、
今
日
か
ら
仕
事
を
教
え
て
や
る
と
い

っ
て
三
人
を
坑
口
へ
案
内
し
た
。
そ
こ
に
は
地
底
へ
向
っ

て
ま
す
っ
ぐ
に
伸
び
た
坑
道
が
あ
っ
て
、
三
人
は
老
坑
夫

に
つ
づ
い
て
お
そ
る
お
そ
る
斜
坑
を
く
だ
っ
た
。
さ
が
る

ほ
ど
に
キ
ヨ
と
ヤ
工
は
不
安
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
後
を

ふ
り
向
く
と
、
坑
口
の
灯
が
遠
の
い
て
米
粒
の
よ
う
に
小

さ
く
、
こ
れ
を
み
て
キ
ヨ
は
ヤ
工
に
す
が
り
、
ヤ
エ
は
又

道
に
す
が
っ
て
わ
な
わ
な
と
ふ
る
え
た
。
こ
こ
で
親
子
の

頼
り
と
す
る
と
こ
ろ
は
又
造
の
持
っ
て
い
る
カ
ン
テ
ラ
だ

け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
か
ざ
し
て
水
で
濡
れ
た
坑
道
を
す

べ
ら
な
い
よ
う
に
歩
く
の
が
精
一
杯
、
そ
う
し
て
い
る
う

ち
に
三
人
の
働
く
切
羽
へ
た
ど
り
つ
い
た
。
そ
し
て
又
造

は
ツ
ル
ハ
シ
を
、
ヤ
工
は
ス
ラ
の
曳
き
方
を
老
坑
夫
か
ら

習
っ
た
。

翌
年
（
明
治
三
十
七
年
）
二
月
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し

た
。
戦
争
に
よ
っ
て
今
ま
で
の
不
景
気
は
一
ぺ
ん
に
戦
争

景
気
へ
か
わ
り
、
石
炭
は
い
く
ら
掘
っ
て
も
た
り
な
い
時

代
と
な
っ
た
。
又
造
夫
婦
は
、
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
仕
事

に
も
な
れ
て
生
活
も
楽
に
な
り
、
そ
の
う
え
キ
ヨ
の
弟
が

生
ま
れ
て
久
し
ぶ
り
に
一
家
は
、
楽
し
い
日
々
を
送
る
よ

う
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
文
）
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